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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムであって、
　プロセッサであって、
　　所定の期間にわたって購入された商品に関する情報を取得し、
　　前記情報を複数の商品トランザクションに分けるように構成され、各前記商品トラン
ザクションは、少なくとも２つの商品に関連付けられており、
　　商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信し、
　　前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定し、前記複数の商品トラ
ンザクションの少なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記ユーザ動作に
関連する前記商品の両方が含まれ、
　　前記複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度を決定し、前記複数の包括的相関
度の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応し、前記商品お
よび関連商品に対応する包括的相関度の決定は、
　　　１）前記商品と前記関連商品との間のサポート値、および、２）前記商品と前記関
連商品との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて前記商品および前記関連商品に
対応する商品情報関連度を決定し、
　　　前記商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定することを含み、
　　前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記
複数の関連商品のサブセットを選択し、
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　　前記複数の関連商品の前記サブセットを提示するように構成されているプロセッサと
、
　前記プロセッサに接続され、前記プロセッサに命令を提供するよう構成されているメモ
リと、
を備える、システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムであって、前記ユーザ動作は、少なくとも前記商品に関連す
るウェブページを閲覧すること、ウェブサイトで前記商品を購入すること、または、前記
ウェブサイトで前記商品に関するフィードバックを送信すること、の内の１つに関連する
、システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、前記複数の商品トラ
ンザクションを複数の属性トランザクションに変換するよう構成されている、システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムであって、前記商品と前記関連商品との間の前記サポート値
は、前記商品と前記関連商品との間の絶対サポート値を含む、システム。
【請求項５】
　請求項１に記載のシステムであって、前記商品と前記関連商品との間の前記サポート値
は、前記商品と前記関連商品との間の相対サポート値を含む、システム。
【請求項６】
　システムであって、
　プロセッサであって、
　　所定の期間にわたって購入された商品に関する情報を取得し、
　　前記情報を複数の商品トランザクションに分けるように構成され、各前記商品トラン
ザクションは、少なくとも２つの商品に関連付けられており、
　　商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信し、
　　前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定し、前記複数の商品トラ
ンザクションの少なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記ユーザ動作に
関連する前記商品の両方が含まれ、
　　前記複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度を決定し、前記複数の包括的相関
度の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応し、前記商品お
よび関連商品に対応する包括的相関度の決定は、
　　　前記商品および前記関連商品に対応する商品情報関連度を決定し、
　　　前記商品の属性および前記関連商品の対応する属性、１）前記商品の前記属性と前
記関連商品の前記対応する属性との間のサポート値、ならびに、２）前記商品の前記属性
と前記関連商品の前記対応する属性との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて前
記商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定することを含み、
　　前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記
複数の関連商品のサブセットを選択し、
　　前記複数の関連商品の前記サブセットを提示するように構成されているプロセッサと
、
　前記プロセッサに接続され、前記プロセッサに命令を提供するよう構成されているメモ
リと、
を備える、システム。
【請求項７】
　請求項１に記載のシステムであって、前記商品と前記関連商品との間の前記包括的相関
度は、前記商品情報関連度および前記属性情報関連度を乗算すること、前記商品情報関連
度および前記属性情報関連度を加算すること、前記商品情報関連度および前記属性情報関
連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を加算すること、若しくは、前記商品
情報関連度および前記属性情報関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を平
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均すること、の内の１つを用いて決定される、システム。
【請求項８】
　請求項１に記載のシステムであって、前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件
に少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品の前記サブセットの選択において、前記
プロセッサは、
　前記複数の包括的相関度を順位付け、
　所定の数の前記順位付けされた複数の包括的相関度に対応する前記複数の関連商品の前
記サブセットを選択するように構成されている、システム。
【請求項９】
　請求項１に記載のシステムであって、前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件
に少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品の前記サブセットの選択において、前記
プロセッサは、所定の閾値以上の包括的相関度に対応する前記複数の関連商品の前記サブ
セットを選択するように構成されている、システム。
【請求項１０】
　請求項１に記載のシステムであって、前記複数の関連商品の前記サブセットの提示は、
テキスト、画像、若しくは、テキストおよび画像、の内の１つを用いて前記複数の関連商
品の前記サブセットを表示することを含む、システム。
【請求項１１】
　コンピュータによって実行される方法であって、
　所定の期間にわたって購入された商品に関する情報を取得し、
　前記情報を複数の商品トランザクションに分け、各商品トランザクションは、少なくと
も２つの商品に関連付けられており、
　商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信し、
　前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定し、前記複数の商品トラン
ザクションの少なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記ユーザ動作に関
連する前記商品の両方が含まれ、
　前記複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度を決定し、前記複数の包括的相関度
の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応し、前記商品およ
び関連商品に対応する包括的相関度の決定は、
　　１）前記商品と前記関連商品との間のサポート値、および、２）前記商品と前記関連
商品との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて前記商品および前記関連商品に対
応する商品情報関連度を決定し、
　　前記商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定することを含み、
　前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記複
数の関連商品のサブセットを選択し、
　前記複数の関連商品の前記サブセットを提示すること、
を備える、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、前記ユーザ動作は、少なくとも前記商品に関連する
ウェブページを閲覧すること、ウェブサイトで前記商品を購入すること、または、前記ウ
ェブサイトで前記商品に関するフィードバックを送信すること、の内の１つに関連する、
方法。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の方法であって、さらに、前記複数の商品トランザクションを複数の
属性トランザクションに変換することを備える、方法。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の方法であって、前記商品と前記関連商品との間の前記サポート値は
、前記商品と前記関連商品との間の絶対サポート値を含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１１に記載の方法であって、前記商品と前記関連商品との間の前記サポート値は
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、前記商品と前記関連商品との間の相対サポート値を含む、方法。
【請求項１６】
　コンピュータによって実行される方法であって、
　所定の期間にわたって購入された商品に関する情報を取得し、
　前記情報を複数の商品トランザクションに分け、各商品トランザクションは、少なくと
も２つの商品に関連付けられており、
　商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信し、
　前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定し、前記複数の商品トラン
ザクションの少なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記ユーザ動作に関
連する前記商品の両方が含まれ、
　前記複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度を決定し、前記複数の包括的相関度
の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応し、前記商品およ
び関連商品に対応する包括的相関度の決定は、
　　前記商品および前記関連商品に対応する商品情報関連度を決定し、
　　前記商品の属性および前記関連商品の対応する属性、１）前記商品の前記属性と前記
関連商品の前記対応する属性との間のサポート値、ならびに、２）前記商品の前記属性と
前記関連商品の前記対応する属性との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて前記
商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定することを含み、
　前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記複
数の関連商品のサブセットを選択し、
　前記複数の関連商品の前記サブセットを提示すること、
を備える、方法。
【請求項１７】
　請求項１１に記載の方法であって、前記商品と前記関連商品との間の前記包括的相関度
は、前記商品情報関連度および前記属性情報関連度を乗算すること、前記商品情報関連度
および前記属性情報関連度を加算すること、前記商品情報関連度および前記属性情報関連
度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を加算すること、若しくは、前記商品情
報関連度および前記属性情報関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を平均
すること、の内の１つを用いて決定される、方法。
【請求項１８】
　請求項１１に記載の方法であって、前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に
少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品の前記サブセットの選択は、
　前記複数の包括的相関度を順位付け、
　所定の数の前記順位付けされた複数の包括的相関度に対応する前記複数の関連商品の前
記サブセットを選択すること、
を含む、方法。
【請求項１９】
　請求項１１に記載の方法であって、前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に
少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品の前記サブセットの選択において、前記プ
ロセッサは、所定の閾値以上の包括的相関度に対応する前記複数の関連商品の前記サブセ
ットを選択するように構成されている、方法。
【請求項２０】
　コンピュータプログラムであって、
　所定の期間にわたって購入された商品に関する情報を取得するための機能と、
　前記情報を複数の商品トランザクションに分けるための機能と、各商品トランザクショ
ンは、少なくとも２つの商品に関連付けられており、
　商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信するための機能と、
　前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定するための機能と、前記複
数の商品トランザクションの少なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記
ユーザ動作に関連する前記商品の両方が含まれ、
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　前記複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度を決定するための機能であって、前
記複数の包括的相関度の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に
対応し、前記商品および関連商品に対応する包括的相関度を決定することは、
　　１）前記商品と前記関連商品との間のサポート値、および、２）前記商品と前記関連
商品との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて前記商品および前記関連商品に対
応する商品情報関連度を決定することと、
　　前記商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定することと、を含む、
機能と、
　前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記複
数の関連商品のサブセットを選択するための機能と、
　前記複数の関連商品の前記サブセットを提示するための機能と、
をコンピュータによって実現させる、コンピュータプログラム。
【請求項２１】
　コンピュータプログラムであって、
　所定の期間にわたって購入された商品に関する情報を取得するための機能と、
　前記情報を複数の商品トランザクションに分けるための機能と、各商品トランザクショ
ンは、少なくとも２つの商品に関連付けられており、
　商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信するための機能と、
　前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定するための機能と、前記複
数の商品トランザクションの少なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記
ユーザ動作に関連する前記商品の両方が含まれ、
　前記複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度を決定するための機能であって、前
記複数の包括的相関度の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に
対応し、前記商品および関連商品に対応する包括的相関度を決定することは、
　　前記商品および前記関連商品に対応する商品情報関連度を決定することと、
　　前記商品の属性および前記関連商品の対応する属性、１）前記商品の前記属性と前記
関連商品の前記対応する属性との間のサポート値、ならびに、２）前記商品の前記属性と
前記関連商品の前記対応する属性との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて前記
商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定することと、を含む、機能と、
　前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記複
数の関連商品のサブセットを選択するための機能と、
　前記複数の関連商品の前記サブセットを提示するための機能と、
をコンピュータによって実現させる、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［他の出願の相互参照］
　本願は、すべての目的のために参照により本明細書に組み込まれる、発明の名称を「Ｉ
ＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　ＰＲＯＶＩＤＩＮＧ　ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＤＥＶＩＣＥ　Ａ
ＮＤ　ＣＯＭＰＲＥＨＥＮＳＩＶＥ　ＣＯＲＲＥＬＡＴＩＯＮ　ＤＥＧＲＥＥ　ＤＥＴＥ
ＲＭＩＮＡＴＩＯＮ　ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＤＥＶＩＣＥ」とする、２０１０年９月１
５日出願の中国特許出願第２０１０１０２８５５６０．８号に基づく優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、情報処理の分野に関し、特に、商品（製品）推薦を生成する技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ユーザは、ウェブサイトで入手可能な商品を購入するために電子商取引ウェブサイトを
訪問することができる。商品を購入するために、ユーザは、例えば、電子資金決済システ
ムを利用することができる。
【０００４】
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　電子商取引ウェブサイトのユーザがウェブサイトで商品を閲覧した時、ウェブサイトは
、ユーザが閲覧した商品と強い相関を持ちうる１または複数の推薦をユーザに提供するこ
とがある。商品推薦は、ユーザが、ウェブサイトで入手可能な商品の大量のインベントリ
（一覧）の中で関心のある商品を見つけるのを簡便にしうる。
【０００５】
　図１Ａおよび図１Ｂは、従来の技術が商品推薦を提供するために用いる処理の一例を示
している。
【０００６】
　工程１０２では、ユーザが或る時に購入した１または複数の商品の商品情報が、商品取
引（トランザクション）に含められる。商品トランザクションは、１または複数の商品の
商品情報を含み、すべての商品トランザクションは、集合商品トランザクションセットに
含まれる。商品情報は、商品識別情報であってよいが、これに限定されない。
【０００７】
　工程１０４では、電子商取引ウェブサイトで購入された任意の商品の商品情報が、候補
頻出１－アイテムセットに含められる。候補頻出１－アイテムセットの集合セットは、候
補頻出１－アイテムセットすべてを含む。１－アイテムセットとは、１つのタイプの商品
のみを含む商品のセットのことである。
【０００８】
　工程１０６では、各々の候補頻出１－アイテムセットについて、候補頻出１－アイテム
セットを含む商品トランザクションの数の、商品トランザクションの集合セット内の商品
トランザクションの総数に対する比が、候補頻出１－アイテムセットの相対サポート値と
して決定される。
【０００９】
　工程１０８では、候補頻出１－アイテムセットの集合セット内で、第１の所定の閾値以
上の相対サポート値を有する候補頻出１－アイテムセットが、確定頻出１－アイテムセッ
トとして決定される。確定頻出１－アイテムセットの集合セットは、確定頻出１－アイテ
ムセットを全て含む。
【００１０】
　工程１１０では、確定頻出１－アイテムセットの集合セットに含まれる確定頻出１－ア
イテムセットが対にされて、候補頻出２－アイテムセットを形成する。候補頻出２－アイ
テムセットの集合セットは、頻出度２－アイテムセットを全て含む。２－アイテムセット
とは、２つのタイプの商品を含む商品のセットのことである。
【００１１】
　工程１１２では、各々の候補頻出２－アイテムセットについて、候補頻出２－アイテム
セットを含む商品トランザクションの数の、商品トランザクションの集合セットに含まれ
る商品トランザクションの総数に対する比が、候補頻出２－アイテムセットの相対サポー
ト値として決定される。
【００１２】
　工程１１４では、候補頻出２－アイテムセットの集合セットから、第２の所定の閾値以
上の相対サポート値を有する候補頻出２－アイテムセットが、確定頻出２－アイテムセッ
トとして決定される。確定頻出２－アイテムセットの集合セットは、確定頻出２－アイテ
ムセットを全て含む。
【００１３】
　工程１１６では、各々の確定頻出２－アイテムセット｛Ａ、Ｂ｝について、ＡおよびＢ
のための第１の候補相関ルール（Ａ→Ｂとも表され、ここで、Ａは条件部でありＢは結論
部である）、ならびに、ＢおよびＡのための第２の候補相関ルール（Ｂ→Ａとも表され、
ここで、Ｂは条件部でありＡは結論部である）が生成される。条件部および結論部の各々
は、確定頻出２－アイテムセット内の２つの商品の内の１つを指す。
【００１４】
　工程１１８では、第１および第２の候補相関ルールの各々について、対応する頻出２－
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アイテムセットの相対サポート値の、条件部の相対サポート値に対する比が、候補相関ル
ールに含まれる条件部および結論部の確信度として決定される。条件部の相対サポート値
は、その１－アイテムセット内の条件部に対して決定された相対サポート値であってよい
。
【００１５】
　工程１２０では、全ての候補相関ルールから、条件部および結論部の確信度が第３の所
定の閾値以上である相関ルールが、確定相関ルールとして決定される。相関ルールの集合
セットは、相関ルールを全て含む。
【００１６】
　次に、工程１２２では、商品Ａに関連する電子商取引ウェブサイトでのユーザ動作につ
いて、Ａが条件部であるすべての確定相関ルールが、確定相関ルールの集合セットの中か
ら決定され、すべての決定された確定相関ルールに含まれる結論部が選択され、商品Ａの
ための候補推薦リストを形成する。
【００１７】
　工程１２４では、候補推薦リストに含まれる個々の結論部は、それぞれの対応する相関
ルールの確信度に少なくとも部分的に基づいて、最高値から最低値まで順位付けされる。
【００１８】
　工程１２６では、商品Ａのための推薦リストを形成するために、候補推薦リストの最初
のＮ個の結論部が選択される。
【００１９】
　工程１２８では、推薦リストが提示される。
【００２０】
　上述のように、商品を推薦する従来の処理は、ユーザによって現在閲覧されている商品
を含むトランザクションで以前に購入された商品を主として推薦する、すなわち、かかる
商品推薦は、商品情報の間の相関に基づいている。しかしながら、いくつかの商品は、ユ
ーザによって現在閲覧されている商品と同じトランザクション中にかつて購入されたこと
がある可能性が低いにもかかわらず、ユーザによって現在閲覧されている商品と共通する
いくつかの属性を有し得る。したがって、これらの商品の商品情報は、従来技術によって
通例算出されるよりも大きい相関を持つため、商品推薦を生成する際に考慮されることが
望ましい。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　以下の詳細な説明と添付の図面において、本発明の様々な実施形態を開示する。
【００２２】
【図１Ａ】従来の技術が商品推薦を提供するために用いる処理の一例を示す図。
【図１Ｂ】従来の技術が商品推薦を提供するために用いる処理の一例を示す図。
【００２３】
【図２】商品推薦を生成するためのシステムの一実施形態を示す図。
【００２４】
【図３】商品推薦を生成する処理の一実施形態を示すフローチャート。
【００２５】
【図４Ａ】包括的相関度を生成する処理の一実施形態を示すフローチャート。
【図４Ｂ】包括的相関度を生成する処理の一実施形態を示すフローチャート。
【図４Ｃ】包括的相関度を生成する処理の一実施形態を示すフローチャート。
【００２６】
【図５】商品推薦を生成する処理の一実施形態を示すフローチャート。
【００２７】
【図６】商品推薦を生成するためのシステムの一実施形態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
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　本発明は、処理、装置、システム、物質の組成、コンピュータ読み取り可能な格納媒体
上に具現化されたコンピュータプログラム製品、および／または、プロセッサ（プロセッ
サに接続されたメモリに格納および／またはそのメモリによって提供される命令を実行す
るよう構成されたプロセッサ）を含め、様々な形態で実装されうる。本明細書では、これ
らの実装または本発明が取りうる任意の他の形態を、技術と呼ぶ。一般に、開示された処
理の工程の順序は、本発明の範囲内で変更されてもよい。特に言及しない限り、タスクを
実行するよう構成されるものとして記載されたプロセッサまたはメモリなどの構成要素は
、ある時間にタスクを実行するよう一時的に構成された一般的な構成要素として、または
、タスクを実行するよう製造された特定の構成要素として実装されてよい。本明細書では
、「プロセッサ」という用語は、１または複数のデバイス、回路、および／または、コン
ピュータプログラム命令などのデータを処理するよう構成された処理コアを指すものとす
る。
【００２９】
　以下では、本発明の原理を示す図面を参照しつつ、本発明の１または複数の実施形態の
詳細な説明を行う。本発明は、かかる実施形態に関連して説明されているが、どの実施形
態にも限定されない。本発明の範囲は、特許請求の範囲によってのみ限定されるものであ
り、多くの代替物、変形物、および、等価物を含む。以下の説明では、本発明の完全な理
解を提供するために、多くの具体的な詳細事項が記載されている。これらの詳細事項は、
例示を目的としたものであり、本発明は、これらの具体的な詳細事項の一部または全てが
なくとも特許請求の範囲に従って実施可能である。簡単のために、本発明に関連する技術
分野で周知の技術事項については、本発明が必要以上にわかりにくくならないように、詳
細には説明していない。
【００３０】
　いくつかの従来技術は、ユーザへの商品推薦情報を選択および生成するために確信度を
用いる。例えば、ユーザが、定期的にプリンタインクカートリッジなどの特定の商品を購
入する場合、ユーザは、プリンタインクカートリッジを購入したのと同じ期間内に、プリ
ンタインクカートリッジに関連しえない他の商品（例えば、枕）も購入する。同じ頃に購
入されたプリンタインクカートリッジおよび枕の間にはほとんど類似性がないが、確信度
のみを用いて商品推薦を生成する従来技術を用いると、プリンタインクカートリッジおよ
び枕という関連性のない商品でも、互いに関係があると見なされる場合がある。それらの
商品が同じ頃にユーザによって購入されたことから、それらの確信度が２つの商品の間の
強い相関を誤って示しうるため、その後、それらの商品の１つが、他の商品に関連するユ
ーザ動作を実行したユーザに推薦される場合がある。
【００３１】
　従来技術と異なり、本願で開示される技術は、（確信度だけでなく）サポート値および
信頼度値に基づいて決定される商品情報の関連度および属性情報の関連度の両方を用いる
技術である。本明細書で用いるように、信頼度値とは、商品の確信度および相対サポート
値の間の差であり、２つの完全に関連のない商品が、或る時点で同じ頃に購入されたとい
う理由だけで互いに高い相関を持つと判断される状況を防ぐのに役立つ。
【００３２】
　図２は、商品推薦を生成するためのシステムの一実施形態を示す図である。システム２
００は、デバイス１０２、ネットワーク１０４、および、商品推薦サーバ１０６を備える
。ネットワーク１０４は、高速データネットワークおよび／または遠隔通信ネットワーク
の内の１または複数を含みうる。様々な実施形態において、商品推薦サーバ１０６は、電
子商取引ウェブサイトに関連付けられている、および／または、ウェブサイトの構成要素
である。
【００３３】
　デバイス１０２は、商品推薦サーバ１０６に関連付けられた電子商取引ウェブサイトに
アクセスし、情報をやり取りするよう構成される。様々な実施形態において、デバイス１
０２のユーザが電子商取引ウェブサイトと相互作用することを可能にするために、ウェブ
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ブラウザアプリケーションがデバイス１０２上に構成される。デバイス１０２の例として
は、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュータ、携帯デバイス、スマートフ
ォン、タブレットデバイス、および、任意のタイプのコンピュータデバイスが挙げられる
。例えば、ユーザは、デバイス１０２を用いて、電子商取引ウェブサイトで商品を購入す
ることができる。ユーザは、デバイス１０２を用いて、電子商取引ウェブサイトで商品に
関するユーザ動作（例えば、閲覧、フィードバックの送信）を行うこともできる。
【００３４】
　商品推薦サーバ１０６は、電子商取引ウェブサイトで１または複数のユーザによって購
入された商品に関する商品トランザクションの情報を（例えば、関連付けられたデータベ
ースに）格納するよう構成される。様々な実施形態において、商品推薦サーバ１０６は、
（例えば、所定の期間に関連する）１セットの格納された商品トランザクションを分析し
て、１セットの格納された商品トランザクション内の各商品と、その関連商品の各々との
間で、統計的な相関（すなわち、包括的相関度）を生成して格納するよう構成される。包
括的相関度は、ユーザが現在関心を持っている（例えば、ユーザがこの商品に関して現在
ユーザ動作を実行している）第１の商品と一緒に第２の商品が以前に購入された可能性の
履歴の情報と、第１および第２の商品の属性の間の相関とを考慮に入れる。商品トランザ
クションの分析と包括的相関度に関する詳細については後に説明する。
【００３５】
　商品推薦サーバ１０６は、さらに、商品推薦を生成するよう構成される。いくつかの実
施形態において、デバイス１０２を用いて、ユーザが、電子商取引ウェブサイトで商品に
関連するユーザ動作を実行すると、ユーザ動作のインディケーションが商品推薦サーバ１
０６に送信される。それに応答して、商品推薦サーバ１０６は、ユーザ動作の商品に関連
する商品の包括的相関度に基づいて、ユーザのための所定の数の商品推薦を生成するよう
構成されている。いくつかの実施形態では、次いで、商品推薦はデバイス１０２で表示さ
れる。
【００３６】
　図３は、商品推薦を生成する処理の一実施形態を示すフローチャートである。いくつか
の実施形態では、処理３００は、システム２００で実施されうる。
【００３７】
　工程３０２では、商品に関連するユーザ動作のインディケーションが受信される。
【００３８】
　様々な実施形態において、ユーザは、電子商取引ウェブサイトでユーザ動作（操作）を
実行する。ユーザ動作の例は、（例えば、ウェブブラウザを用いて）ウェブサイトで商品
に関連するウェブサイトを閲覧すること、ウェブサイトで商品を購入すること、または、
ウェブサイトで商品に関するフィードバックを送信することを含みうる。例えば、ユーザ
がプリンタインクカートリッジの商品に関連するウェブページを閲覧している場合、プリ
ンタインクカートリッジに関連するユーザ動作のインディケーションが受信される。
【００３９】
　工程３０４では、複数の関連商品が、ユーザ動作に関連する商品について決定される。
【００４０】
　いくつかの実施形態において、商品情報は商品識別子であってよいが、これに限定され
ない。例えば、商品識別子は、電子商取引ウェブサイトで販売されている１つのタイプの
商品に関連付けられうる。特定の電子商取引ウェブサイト、特に、Ｃ２Ｃ（消費者間取引
）ウェブサイト、複数の企業によるＢ２Ｂ（企業間取引）ウェブサイト、または、Ｂ２Ｃ
（企業消費者間取引）ウェブサイトにおいて、ユーザが一度に購入しうる商品の数は様々
である。例えば、いくつかのウェブサイトでは、ユーザは、各精算中に１つの商品しか購
入することができないが、いくつかの他のウェブサイトでは、ユーザは、各精算セッショ
ン中に２以上の商品を購入することができる。したがって、本明細書で用いられている商
品トランザクションは、（ウェブサイトによって変化しうるので、１回の精算セッション
中に購入された１または複数の商品のみに言及する商品トランザクションではなく）様々
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な方法に基づいて決定されうる。商品トランザクションを定義する方法の一例としては、
所定の期間中にユーザが購入した購入品を１つの商品トランザクションに含める方法が挙
げられる。したがって、この定義では、商品トランザクションは、複数の精算セッション
にわたって購入された個々の商品を含みうる。商品トランザクションを定義する方法の別
の例としては、所定の期間中に生じた様々なタイプのユーザ行動に関連する特定の商品を
１つの商品トランザクションに含める方法が挙げられる。本明細書で用いられているよう
に、ユーザ行動は、例えば、購入品を確認するユーザ行動、お気に入りフォルダに商品情
報を追加するユーザ行動、および、閲覧した商品情報をクリックするユーザ行動など、（
例えば、電子商取引）ウェブサイトとのユーザの相互作用に関連する少なくとも１つのタ
イプのネットワーク動作を含む。商品トランザクションを定義する方法のさらに別の例と
しては、所定の期間中に所定の条件をそれぞれ満たす商品のみを１つの商品トランザクシ
ョンに含める方法が挙げられる。例えば、所定の条件は、同じ商品が購入された回数であ
ってよい（例えば、所定の期間中に２回購入された商品のみが商品トランザクションに含
まれうる条件）。また、例えば、所定の条件は、商品の（例えば、ユーザ行動のタイプに
関連する）特定の順位付けであってもよい。具体的には、所定の期間にわたって購入され
た商品は、時系列に順位付けされうる（例えば、時間的に早く購入された商品が、時間的
に遅く購入された商品よりも高く順位付けられる）。次いで、順位付けリストの最初から
特定の数までの商品が、商品トランザクションに含まれうる。これらの代表的な方法で商
品トランザクションを定義することにより、ユーザが各回に（すなわち、各精算セッショ
ンで）１つのタイプの商品しか購入しない場合でも、商品トランザクションは複数の商品
に関する情報を含むことができる。商品トランザクションに関連付けられる所定の期間は
、例えば、１週間、１ヶ月間、３ヶ月間、半年間、１年間に設定することができるが、こ
れらに限定されない。例えば、１年の最初の３ヶ月間（第１四半期）にユーザが購入した
商品を、Ａ、Ｂ、Ｃ、および、Ｄとすると、対応する商品トランザクションは、４つの商
品Ａ、Ｂ、Ｃ、および、Ｄの情報を含む。商品トランザクションの格納フォーマットが＜
ユーザ識別子，季節識別子，商品識別子＞である場合、上述の商品トランザクションは、
＜ユーザａ，第１会計四半期，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ＞として格納されうる。
【００４１】
　２つの商品に関する情報が同じ商品トランザクション内に含まれる場合、これら２つの
商品の相関が決定される。例えば、特定の商品トランザクションが商品ＡおよびＢを含む
場合、ＡおよびＢは相関する。すなわち、ＡはＢの関連商品であり、ＢはＡの関連商品で
ある。例えば、＜ユーザａ，第１会計四半期，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ＞と表される商品トランザ
クションについて、商品Ｂ、Ｃ、およびＤは、商品Ａの関連商品であり、商品Ａ，Ｃ，お
よびＤは、商品Ｂの関連商品であり、商品Ａ，Ｂ，およびＤは、商品Ｃの関連商品であり
、商品Ａ，Ｂ，およびＣは、商品Ｄの関連商品である。
【００４２】
　様々な実施形態では、所定の時間にわたって取得された商品トランザクションの集合セ
ットを分析して、商品トランザクションの集合セット内の各々固有のタイプの商品と、商
品トランザクションの集合セット内の他のタイプの商品の少なくともいくつか（例えば、
関連商品）との間の包括的相関度を決定する。
【００４３】
　関連商品の相関は、商品トランザクションの個々の商品についてあらかじめ決定するこ
とが可能であり、そうすれば、商品に関連するユーザ動作のインディケーションが受信さ
れた後、すでにオフラインで決定されている相関情報を用いて、その商品の関連商品情報
を決定することができる。
【００４４】
　工程３０６では、複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度が決定される。複数の
包括的相関度の各々は、商品と複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応する。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、包括的相関度は、ユーザ動作に関連する商品、および、
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商品トランザクションの集合セット内の関連商品の各々について、オフラインで計算され
る。本明細書で用いられているように、商品の「関連商品」とは、関連する商品と同じ商
品トランザクションの少なくとも１つに出現する商品である。
【００４６】
　様々な実施形態において、（ユーザ動作に関連する）商品とその関連商品の各々との間
の包括的相関度は、商品とその関連商品の各々との間の商品情報関連度（後に説明する）
および属性情報関連度（後に説明する）に基づいて決定される。したがって、商品および
関連商品の包括的相関度を決定する前に、商品と関連商品との間の商品情報関連度および
属性情報関連度が決定される。商品情報関連度および属性情報関連度が商品および関連商
品に対して決定されると、例えば、以下の技術を用いて包括的相関度を決定できる。商品
情報関連度および属性情報関連度を乗算する、商品情報関連性度および属性情報関連度を
加算する、商品情報関連度および属性情報関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けさ
れた値を加算する、または、商品情報関連度および属性情報関連度の各々に重み係数を与
え、重み付けされた値を平均する。
【００４７】
　例えば、商品Ｂが商品Ａの関連商品であり、ＡおよびＢの間の商品情報関連度をＳABと
表すことができ、属性情報関連度をＴABと表すことができる場合、ＡおよびＢの間の包括
的相関度（ＰAB）は、ＰAB＝ＳAB＋ＴAB、ＰAB＝（ＳAB＋ＴAB）／２、または、ＰAB＝ａ
１×ＳAB＋ａ２×ＴABとして決定することが可能であり、ここで、ａ１およびａ２は重み
係数であり、重み係数ａ１およびａ２は、（例えば、ネットワーク管理者によって）商品
情報関連度および属性情報関連度のそれぞれの重要性に基づいて設定されうる。単に例示
の目的で、本願の残り部分では、商品および関連商品の包括的相関度は、商品および関連
商品情報の商品情報関連度および属性情報関連度を乗算することによって決定されるもの
として記載されているが、実際には、他の方法で決定されてもよい。
【００４８】
　様々な実施形態において、ユーザ動作に関連する商品およびユーザ動作の商品と同じ商
品トランザクションの少なくとも１つに含まれる別の商品（関連商品）の商品情報関連度
および関連商品情報関連度は、以下のように決定されうる。
【００４９】
　（１）商品情報関連度は、例えば、以下のように決定されうる。
【００５０】
　最初に、サポート値（後に説明する）が、商品と関連商品との間で決定される。次に、
信頼度値（後に説明する）が、商品と関連商品との間で決定される。次いで、サポート値
および信頼度値が乗算され、商品および関連商品の商品情報関連度として用いられる。例
えば、ＢがＡの関連商品である場合、ＡおよびＢの間のサポート値はＲABと表すことがで
き、信頼度値はＱABと表すことができ、したがって、ＡおよびＢの間の商品情報関連度Ｓ

ABは、ＳAB＝ＲAB×ＱABによって決定できる。
【００５１】
　商品および関連商品の間のサポート値ＲABは、絶対サポート値または相対サポート値の
いずれかであってよい。商品および関連商品の間の絶対サポート値は、商品および関連商
品の両方を含む商品トランザクションの集合セット内の商品トランザクションの数Ｚ1と
して決定される。商品および関連商品の間の相対サポート値は、商品および関連商品の両
方を含む商品トランザクションの数Ｚ1（すなわち、絶対サポート値）の、商品トランザ
クションの集合セット内の商品トランザクションの総数Ｚ2に対する比として決定される
。
【００５２】
　商品および関連商品の間の信頼度値ＱABは、商品および関連商品の確信度ＸABと関連商
品の相対サポート値ＲB'との間の差として決定される。商品および関連商品の間の確信度
ＸABは、商品および関連商品の間の絶対サポート値ＲABと、商品の絶対サポート値ＲAと
の比、あるいは、商品および関連商品の間の相対サポート値ＲABの、商品を含む商品トラ
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ンザクションの集合セットの商品トランザクション数に対する比であり、商品の相対サポ
ート値ＲA'は、商品を含む商品トランザクションの集合セットの商品トランザクション数
の、商品トランザクションの集合セットの商品トランザクション総数に対する比であり、
関連商品の絶対サポート値ＲBは、関連商品を含む商品トランザクションの集合セットの
商品トランザクション数であり、関連商品の相対サポート値ＲB'は、関連商品情報を含む
商品トランザクション数の、商品トランザクションの集合セットの商品トランザクション
総数に対する比である。
【００５３】
　（２）属性情報関連度は、例えば、以下のように決定されうる。
【００５４】
　各商品は、例えば、効果属性、ブランド属性、生産地属性など、複数のタイプの属性を
有しうる。いくつかの実施形態において、商品および関連商品の間の属性情報関連度は、
商品および関連商品の属性の内の１または複数の属性の属性情報関連度を乗算することに
よって決定されうる。複数の属性の属性情報関連度は、最初に、１つのタイプの商品の属
性と、対応するタイプの関連商品の属性との間の属性情報関連度を個々に決定することに
よって得ることができる。本明細書で用いられているように、「商品の属性および関連商
品の対応する属性」は、「商品の属性および関連商品の対応するタイプの属性」と交換可
能に用いられうる。したがって、商品および関連商品に関連する同じタイプの属性を、相
関を取るために比較することができる。例えば、商品のブランド属性は、関連商品のブラ
ンド属性と比較できる。
【００５５】
　商品の所与の属性および関連商品の対応する属性について、２つの間の属性情報関連度
を決定するために、商品の所与の属性および関連商品の対応する属性の間のサポート値お
よび信頼度値が最初に決定される。次いで、商品のこの所与のタイプの属性および関連商
品の対応するタイプの属性のサポート値および信頼度値を乗算して、商品および関連商品
について、この対応する一対の属性の間の属性情報関連度を得る。例えば、ＢがＡの関連
商品である場合に、ＡおよびＢの効果属性のサポート値をＷAB1、ならびに、ＡおよびＢ
の効果属性の信頼度値をＵAB1とし、ＡおよびＢのブランド属性のサポート値をＷAB2、な
らびに、ＡおよびＢのブランド属性の信頼度値をＵAB2とし、ＡおよびＢの生産地属性の
サポート値をＷAB3、ならびに、ＡおよびＢの生産地属性の信頼度値をＵAB3とすると、Ａ
およびＢの間の属性情報関連度は、ＴAB＝ＷAB1×ＵAB1×ＷAB2×ＵAB2×ＷAB3×ＵAB3で
ある。
【００５６】
　いくつかの実施形態において、商品トランザクションは、その属性に関して、属性情報
トランザクションに変換されうる。いくつかの実施形態において、商品トランザクション
を属性情報トランザクションに変換することは、それに関連する属性の識別子／カテゴリ
によって商品トランザクションの各属性を表すことを含む。例えば、商品トランザクショ
ンが＜ユーザａ，第１会計四半期，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ＞（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは属性）と表され
うる場合に、Ａが属性カテゴリ１に分類され、Ｂが属性カテゴリ２に分類され、Ｃが属性
カテゴリ３に分類され、Ｄが属性カテゴリ４に分類されると決定されたと仮定する（例え
ば、ここで、属性カテゴリ１、２、３、および、４は、ブランド属性など同じタイプの属
性に関連する）。次いで、結果として得られる属性トランザクション情報は、＜ユーザａ
，第１会計四半期，カテゴリ１，カテゴリ２，カテゴリ３，カテゴリ４＞である。商品ト
ランザクションの少なくとも２つの属性が同じである場合、例えば、Ａが属性カテゴリ１
に分類され、Ｂが属性カテゴリ１に分類され、Ｃが属性カテゴリ１に分類され、Ｄが属性
カテゴリ２に分類される場合、商品トランザクションの変換後、属性トランザクションは
、＜ユーザａ，第１会計四半期，カテゴリ１，カテゴリ１，カテゴリ１，カテゴリ２＞に
なる。いくつかの実施形態では、商品トランザクションの集合セット内の商品トランザク
ションと同じ数の属性トランザクションが属性トランザクションの集合セット内に存在す
る。
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【００５７】
　いくつかの実施形態において、商品および関連商品の間の属性情報関連度を決定するた
めに用いられるサポート値は、絶対サポート値または相対サポート値のいずれかであって
よい。
【００５８】
　商品の属性および関連商品の対応する属性の間の絶対サポート値ＷAB1は、商品の属性
および関連商品の対応する属性を同時に含む属性トランザクションの集合セットの属性ト
ランザクションの数Ｚ3であり、商品の属性および関連商品の対応する属性の間の相対サ
ポート値ＷAB1'は、商品の属性および関連商品の対応する属性の間の絶対サポート値ＷAB

1と、属性トランザクションの集合セットの属性トランザクションの総数Ｚ4との比である
。
【００５９】
　絶対サポート値を決定する時、商品の属性および関連商品の対応する属性が同じであれ
ば、属性情報を含む属性トランザクションは、属性情報が同じ属性を２つ含むことになる
、すなわち、それぞれの商品トランザクションは、同じ属性情報に対応する少なくとも２
つの異なる商品を含むことになる。
【００６０】
　商品の属性および関連商品の対応する属性の間の信頼度値ＵABは、商品の属性および関
連商品の対応する属性の確信度ＹABと、関連商品の対応する属性の相対サポート値ＷB1≡

との間の差である。確信度ＹABは、商品の属性および関連商品の対応する属性の間の絶対
サポート値ＷAB1と、商品の属性の絶対サポート値ＷA1との比であるか、もしくは、商品
の属性および関連商品の対応する属性の間の相対サポート値ＷAB1'と、商品の属性の相対
サポート値ＷA1'との比である。商品の属性および関連商品の対応する属性の間の絶対サ
ポート値ＷAB1は、商品の属性および関連商品の対応する属性を含む属性トランザクショ
ンの集合セット内の属性トランザクションの数であり、相対サポートＷAB1'は、商品の属
性および関連商品の対応する属性を含む属性トランザクションの数の、属性トランザクシ
ョンの総数に対する比である。関連商品の対応する属性の絶対サポート値ＷB1は、関連商
品の対応する属性を含む属性トランザクションの集合セット内の属性トランザクション数
であり、関連商品の属性の相対サポート値ＷB1'は、関連商品の属性を含む属性トランザ
クションの数の、属性トランザクションの集合セット内の属性トランザクションの総数に
対する比である。
【００６１】
　様々な実施形態において、商品と、同じ商品トランザクションの少なくとも１つに出現
するその他の商品（これらの他の商品は各々、関連商品と呼ばれる）の各々との間の包括
的相関度が、商品に対してオフラインで決定される（例えば、かかる包括的相関度情報が
用いられる前に）。したがって、各商品について、商品と、商品トランザクションの集合
セット内の各関連商品との間の包括的相関度が、商品推薦を生成する前に決定および格納
される。このように、ユーザ動作が商品推薦をトリガした時、商品および各関連商品につ
いて格納された包括的相関度が、商品推薦の生成のために取得および利用される。
【００６２】
　様々な実施形態において、商品推薦の生成は、その他の商品に関する商品の確信度には
もはや依存しない。その代わり、商品推薦の生成は、商品と、商品トランザクションの同
じ集合セットの各関連商品との間の包括的相関度に依存する。商品および関連商品の間の
包括的相関度は、商品情報の相関度だけでなく、属性情報の相関度に基づいて決定される
ため、商品情報の間の相関度だけでなく、（１または複数のタイプの）商品の属性の間の
類似性を用いて、類似するユーザ行動に関連する異なる商品（例えば、同じ期間中に商品
によって購入された２つの商品）の間の関連性をとらえることができる。一部の商品は、
ユーザにとって関心のある商品（例えば、ユーザによって購入された商品）と同時に購入
される、お気に入りに保存される、または、閲覧される可能性が低いにもかかわらず、ユ
ーザにとって関心のある商品と共通したいくつかの属性を有しうるため、商品の属性の間



(14) JP 5766290 B2 2015.8.19

10

20

30

40

50

の類似性を考慮することが有効である。例えば、商品トランザクションのセット内の全商
品が、生産地に従って分類される場合に、全商品が同じ生産地であるために、商品トラン
ザクションの商品の間の相関を決定することが難しくなることがありうる。すなわち、こ
れらの商品の間の相関はあまり高くはないが、これらの商品の属性の間の相関は非常に高
くなりうるため、商品トランザクションのこのセットの少なくともいくつかの商品が、そ
れらの属性のために、これらの商品と相関する商品に関心を持つユーザへの商品推薦の生
成を促しうると示唆される。
【００６３】
　工程３０８では、対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基
づいて複数の関連商品のサブセットが選択される。
【００６４】
　商品トランザクションの集合セットに含まれるユーザ動作に関連した商品の個々の関連
商品について包括的相関度が決定された後、包括的相関度が所定の基準を満たす関連商品
が選択される。
【００６５】
　例えば、所定の基準は以下を含みうる。包括的相関度が所定の閾値以上であること。
【００６６】
　別の例において、所定の基準は、すべての関連商品の順位付けされた包括的相関度を含
むリスト内で最初のＮ個の包括的相関度を選択することを含んでもよい。Ｎは、所定の数
であってよい。
【００６７】
　工程３１０では、複数の関連商品のサブセットが提示される。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、商品に対して選択された関連商品は、電子商取引ウェブ
サイトで（例えば、画像および／またはテキストの）表示でユーザに提示されうる。
【００６９】
　いくつかの実施形態において、信頼度値およびサポート値に基づいて商品情報の関連度
および属性情報の関連度を決定する以外に、商品情報の関連度および属性情報の関連度は
、他の統計的尺度およびサポート値を用いて決定されてもよい。例えば、それらは、カバ
レッジ値およびサポート値に基づいて、もしくは、リフト値およびサポート値に基づいて
決定できる。商品Ａおよび関連商品Ｂの間でカバレッジ値およびリフト値を決定する方法
の例を示す。
【００７０】
　商品Ａおよび関連商品Ｂの間のカバレッジ値は、例えば、以下の２つの決定方法の一方
によって決定できる。
【００７１】
　方法１：ｒＡＢ／ｒＢ、すなわち、商品Ａおよび関連商品Ｂの間の絶対サポート値ｒＡ
Ｂを、関連商品Ｂの絶対サポート値ｒＢで割る。
【００７２】
　方法２：ｒＡＢ’／ｒＢ’、すなわち、商品Ａおよび関連商品Ｂの間の相対サポート値
ｒＡＢ≡を、関連商品Ｂの相対サポート値ｒＢ≡で割る。
【００７３】
　商品Ａおよび関連商品Ｂの間のリフト値は、例えば、以下の２つの決定方法の一方によ
って決定できる。
【００７４】
　方法１：ｒＡＢ／ｒＡ／ｒＢ、すなわち、商品Ａおよび関連商品Ｂの間の絶対サポート
値ｒＡＢを、商品Ａの絶対サポート値ｒＡで割った後に、関連商品Ｂの絶対サポート値ｒ
Ｂで割る。
【００７５】
　方法２：ｒＡＢ’／ｒＡ’／ｒＢ’、すなわち、商品Ａおよび関連商品Ｂの間の相対サ
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ポート値ｒＡＢ’を、商品Ａの相対サポート値ｒＡ’で割った後に、関連商品Ｂの相対サ
ポート値ｒＢ’で割る。
【００７６】
　商品情報の関連度および属性情報の関連度を決定するために、統計的尺度としての信頼
度値をカバレッジ値で置き換える場合、商品Ａおよび関連商品Ｂの間の商品情報関連度は
、商品Ａおよび関連商品Ｂの間のカバレッジ値およびサポート値を用いて決定することが
でき、商品Ａの属性情報および関連商品Ｂの対応する属性情報の間の属性関連度は、商品
Ａの属性情報および関連商品Ｂの属性情報の間のカバレッジ値およびサポート値を用いて
決定される。
【００７７】
　商品情報関連度および属性情報関連度を決定するために、統計的尺度としての信頼度値
をリフト値で置き換える場合、商品Ａおよび関連商品Ｂの間の商品情報関連度は、商品Ａ
および関連商品Ｂの間のリフト値およびサポート値を用いて決定することができ、商品Ａ
の属性および関連商品Ｂの属性の間の属性情報関連度は、商品Ａの属性および関連商品Ｂ
の対応する属性の間のリフト値およびサポート値に基づいて決定される。
【００７８】
　従来技術によると、相対サポート値が所定の閾値以上である候補頻出１－アイテムセッ
トが、確定頻出１－アイテムセットとして選択され、相対サポート値が別の所定の閾値以
上である候補頻出２－アイテムセットが、確定頻出２－アイテムセットとして選択される
。確定頻出１－アイテムセットおよび２－アイテムセットの選択は、確信度に基づいてい
る。換言すると、まず、相対サポート値に従って複数のスクリーニングが行われ、その後
、確信度に従ってスクリーニングが行われ、それにより、高い確信度を有するが相対サポ
ート値が高くないいくつかの商品をフィルタ除去することができる。しかしながら、これ
によると、強い相関を持ついくつかの商品情報が失われる場合がある。この問題に対処す
るために、本願に開示された技術を用いると、頻出１－アイテムセットおよび頻出２－ア
イテムセットは、相対サポート値または絶対サポート値に基づいて選択される必要がない
。すなわち、本願に開示された技術を用いると、商品トランザクション内の１つの商品の
商品情報が、商品１－アイテムセットを構成し、同じ商品トランザクションに含まれる２
つの商品の２つの商品情報が、商品２－アイテムセットを構成する。したがって、最終的
には、商品情報を選択および推薦する際に、高い相関を持ついくつかの商品情報が潜在的
に失われることを避けるために、サポート値（絶対サポート値または相対サポート値）の
積に基づいて、選択が行われる。
【００７９】
　図４は、包括的相関度を生成する処理の一実施形態を示すフローチャートである。いく
つかの実施形態では、処理４００は、処理３００の少なくとも一部を実施するために用い
られうる。いくつかの実施形態において、処理４００は、商品推薦を生成するために利用
可能な情報（例えば、包括的相関度）を提供するためにオフラインで実行されうる。いく
つかの実施形態では、処理４００は、システム２００において実施されうる。
【００８０】
　工程４０２では、所定の期間にわたって購入された商品の商品情報が、商品トランザク
ションの集合セットに含められる。
【００８１】
　様々な実施形態において、電子商取引ウェブサイトで１または複数のユーザによって購
入された商品に関する商品情報は、トランザクションデータベースサーバに格納される。
商品情報は、例えば、様々なタイプの商品に関連付けられた一意的な識別子、商品が購入
された時刻に関連付けられたタイムスタンプ、および、商品を購入したユーザに関連付け
られた識別子を含みうる。いくつかの実施形態では、１つの商品トランザクションに含ま
れる商品が、同じ精算セッション中に購入された必要はなく、その代わり、商品トランザ
クションは、処理３００の工程３０４に関して述べた方法の１つで定義されうる。
【００８２】
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　以下は、商品トランザクションの作成の一例である。最初に、所定の時間にわたって１
または複数のユーザによって購入された商品および購入時刻を含む商品情報が、トランザ
クションデータベースサーバから取得される。いくつかの実施形態において、所定の期間
は設定可能であり（例えば、会計四半期）、購入タイムスタンプが所定の期間内に含まれ
る購入商品の格納済みの情報を、トランザクションデータベースサーバ内で検索できる。
例えば、所定の期間は、現在の日付から１年前までの期間であってもよい。取得された商
品情報および購入タイムスタンプの各セットは、例えば、以下のフォーマットでデータテ
ーブルに格納されうる：＜ユーザ識別子，購入時刻，商品識別子＞。このデータテーブル
を、ＲＥテーブルと呼ぶこととする。いくつかの実施形態において、ＲＥテーブルのデー
タがまだ個々の商品トランザクションに整理されていない場合、データは、各商品トラン
ザクションに分けられ、例えば、以下のフォーマットで格納されうる：＜ユーザ識別子、
購入時刻、商品識別子＞。このデータテーブルを、ＴＰデータテーブルと呼ぶこととする
。いくつかの実施形態において、データテーブルとは、データを格納するために利用可能
なテーブルまたは或る種のデータ構造を指す。
【００８３】
　様々な実施形態において、所定の期間に関連する取得された商品情報から生成された商
品トランザクションのセットを、商品トランザクションの集合セットと呼ぶこととする。
商品トランザクションの集合セットは、集合セット内の商品の間の相関を決定するために
オフラインで分析されうる。
【００８４】
　工程４０４では、商品トランザクションの集合セットに含まれる各々固有の商品が、商
品１－アイテムセットに関連付けられ、絶対サポート値が、複数の決定された商品１－ア
イテムセットの各々について決定される。
【００８５】
　商品トランザクションの集合セット内の各々固有のタイプの商品は、商品１－アイテム
セットに関連付けられる。各々の商品１－アイテムセットの絶対サポート値は、商品１－
アイテムセットに関連付けられた商品を含む商品トランザクションの集合セット内の商品
トランザクションの数である。商品１－アイテムセットとは、１つの商品のみを含む商品
のセットのことである。
【００８６】
　いくつかの実施形態において、各々の商品１－アイテムセットの絶対サポート値は、例
えば、以下のフォーマットに基づいて、データテーブルに格納されうる：＜商品識別子，
絶対サポート値＞。このデータテーブルを、ＯｎｅＩＡＳテーブルと呼ぶこととする。
【００８７】
　工程４０６では、複数の決定された商品１－アイテムセットの各々の相対サポート値が
決定される。
【００８８】
　各々の商品１－アイテムセットの相対サポート値は、その絶対サポート値の、商品トラ
ンザクションの集合セット内の商品トランザクションの総数に対する比である。各々の商
品１－アイテムセットの相対サポート値は、例えば、以下のフォーマットに基づいて、デ
ータテーブルに格納されうる：＜商品識別子，相対サポート値＞。このデータテーブルを
、ＯｎｅＩＳテーブルと呼ぶこととする。
【００８９】
　工程４０８では、商品トランザクションの集合セットの１つの商品トランザクションに
含まれる異なる各ペアの商品が、商品２－アイテムセットに関連付けられ、ここで、商品
２－アイテムセットは、第１の商品および第２の商品を含む。
【００９０】
　商品トランザクションの集合セットの同じ商品トランザクションから、異なる商品のす
べてのペアが、商品２－アイテムセットに関連付けられる。言い換えると、商品２－アイ
テムセットは、異なる１－アイテムセットにそれぞれ関連付けられると共に両方とも同じ
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商品トランザクションに属する２つの異なる商品を含むと考えることができる。２以上の
商品トランザクションが、同じ商品２－アイテムセットを含みうる。また、１つの商品ト
ランザクションが、２以上のタイプの商品２－アイテムセットを含みうる。
【００９１】
　各々の商品２－アイテムセットは、例えば、以下のフォーマットに基づいて、データテ
ーブルに格納されうる：＜商品識別子Ａ，商品識別子Ｂ＞。このデータテーブルを、Ｔｗ
ｏＩＳテーブルと呼ぶこととし、ここで、商品識別子Ａは商品Ａに関連付けられ、商品識
別子Ｂは商品Ｂに関連付けられる。
【００９２】
　例えば、１つの商品トランザクションは、＜ユーザａ，第１会計四半期，Ａ，Ｂ，Ｄ，
Ｆ＞（ここで、Ａ、Ｂ、Ｄ、および、Ｆは、商品）で表すことができる。この商品トラン
ザクションから作成できる商品２－アイテムセットは、｛Ａ，Ｂ｝、｛Ａ，Ｄ｝、｛Ａ，
Ｆ｝、｛Ｂ，Ｄ｝、｛Ｂ，Ｆ｝、および、｛Ｄ，Ｆ｝を含む。しかしながら、｛Ａ，Ｑ｝
は、商品ＡおよびＱの両方がこの商品トランザクション内で見出されるわけではないので
、２－アイテムセットではない（少なくともこの商品トランザクションに関連するもので
はない）。別の商品トランザクションは、＜ユーザｂ，第１会計四半期，Ｄ，Ｂ，Ｈ，Ｊ
＞で表すことができ、したがって、この商品トランザクションから作成できる商品２－ア
イテムセットは、｛Ｄ，Ｂ｝、｛Ｄ，Ｈ｝、｛Ｄ，Ｊ｝、｛Ｂ，Ｈ｝、｛Ｂ，Ｊ｝、およ
び、｛Ｈ，Ｊ｝を含む。商品２－アイテムセット｛Ｄ，Ｂ｝（｛Ｄ，Ｂ｝および｛Ｂ，Ｄ
｝は、同じ商品２－アイテムセットを表す２つの方法であることに注意）は、両方の商品
トランザクションに関連していることに注意されたい。
【００９３】
　工程４１０では、各々の商品２－アイテムセットの絶対サポート値が、複数の決定され
た商品２－アイテムセットの各々について決定される。
【００９４】
　各々の商品２－アイテムセットの絶対サポート値は、商品２－アイテムセットに関連付
けられた２つの商品の両方を含む商品トランザクションの集合セットの商品トランザクシ
ョンの数である。各々の商品２－アイテムセットの絶対サポート値は、例えば、以下のフ
ォーマットｂに基づいて、データテーブルに格納されうる：＜商品識別子Ａ，商品識別子
Ｂ，絶対サポート値ＡＢ＞。このデータテーブルを、ＴｗｏＩＡＳテーブルと呼ぶことと
する。
【００９５】
　工程４１２では、第１および第２の関連ルールが、複数の商品２－アイテムセットの各
々について決定され、ここで、第１の商品関連ルールは、商品２－アイテムセットの第１
の商品に関連する条件部および商品２－アイテムセットの第２の商品に関連する結論部に
関連し、第２の商品関連ルールは、商品２－アイテムセットの第２の商品に関連する条件
部および商品２－アイテムセットの第１の商品に関連する結論部に関連する。
【００９６】
　例えば、各々の商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ｝は、２つの商品関連ルールに対応す
る。１）第１の商品関連ルールは、Ａ→Ｂに関連しており、ここで、Ａは条件部、Ｂは結
論部、ＢはＡの関連商品であり、２）第２の商品関連ルールは、Ｂ→Ａに関連しており、
ここで、Ｂは条件部、Ａは結論部、ＡはＢの関連商品である。各々の商品関連ルールにお
ける条件部および結論部の確信度は、対応する商品２－アイテムセットの絶対サポート値
の、条件部の絶対サポート値に対する比である。例えば、Ａ→Ｂの商品関連ルールについ
て、条件部Ａおよび結論部Ｂ（Ａの関連商品）の確信度は、商品２－アイテムセット｛Ａ
，Ｂ｝の絶対サポート値（すなわち、商品２－アイテムセットの２つの商品の両方を含む
商品トランザクションの集合セット内の商品トランザクションの数）の、Ａの絶対サポー
ト値（すなわち、商品Ａを含む商品トランザクションの集合セット内の商品トランザクシ
ョンの数、または、商品Ａに関連付けられた１－アイテムセットの絶対サポート値）に対
する比であり、Ｂ→Ａの商品関連ルールについて、条件部Ｂおよび結論部Ａ（Ｂの関連商
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品）の確信度は、商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ｝の絶対サポート値（すなわち、商品
２－アイテムセットの２つの商品を含む商品トランザクションの集合セット内の商品トラ
ンザクションの数）の、Ｂの絶対サポート値（すなわち、商品Ａを含む商品トランザクシ
ョンの集合セット内の商品トランザクションの数、または、商品Ｂに関連付けられた１－
アイテムセットの絶対サポート値）に対する比である。商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ
｝に対応する２つの確信度は、例えば、以下のフォーマットに基づいて、データテーブル
に格納されうる：＜商品識別子Ａ，商品識別子Ｂ，確信度ＡＢ，確信度ＢＡ＞。このデー
タテーブルを、ＴｗｏＩＣｏｎｆテーブルと呼ぶこととし、ここで、確信度ＡＢは、条件
部の商品Ａおよび結論部の商品Ｂの確信度であり、確信度ＢＡは、条件部の商品Ｂおよび
結論部の商品Ａの確信度である。
【００９７】
　工程４１４では、複数の商品２－アイテムセットの各々について、商品２－アイテムセ
ットに対応する第１および第２の商品関連ルールの各々の条件部の信頼度値および結論部
の信頼度値が決定される。
【００９８】
　商品関連ルールの条件部および結論部の信頼度値は、条件部および結論部の確信度と結
論部の相対サポート値との間の差である。例えば、Ａ→Ｂの商品関連ルールについて、Ａ
およびＢの信頼度値は、ＡおよびＢの確信度とＢの相対サポート値との間の差であり、Ｂ
→Ａの商品関連ルールについて、ＢおよびＡの信頼度値は、ＢおよびＡの確信度とＡの相
対サポート値との間の差である。商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ｝の対応する２つの信
頼度値は、例えば、以下のフォーマットに基づいて、データテーブルに格納されうる：＜
商品識別子Ａ，商品識別子Ｂ，信頼度値ＡＢ，信頼度値ＢＡ＞。このデータテーブルを、
ＴｗｏＩＲｅｌテーブルと呼ぶこととし、ここで、信頼度値ＡＢは、条件部の商品識別子
Ａおよび結論部の商品識別子Ｂの信頼度値であり、信頼度値ＢＡは、条件部の商品識別子
Ｂおよび結論部の商品識別子Ａの信頼度値である。
【００９９】
　工程４１６では、各々の商品２－アイテムセットに関連する商品関連ルールパラメータ
が生成される。
【０１００】
　いくつかの実施形態において、各々の商品２－アイテムセットについての商品関連ルー
ル、対応する絶対サポート値、および、対応する信頼度値を取得して、各々の商品２－ア
イテムセットのための商品関連ルールパラメータを生成するために、ＴｗｏＩＲｅｌテー
ブルおよびＴｗｏＩＡＳテーブルが（例えば、ストレージから）取得されうる。例えば、
商品関連ルールパラメータは、例えば、以下のフォーマットに基づいて、データテーブル
に格納されうる：＜商品識別子Ａ，商品識別子Ｂ，絶対サポート値ＡＢ，絶対サポート値
ＢＡ，信頼度値ＡＢ，信頼度値ＢＡ＞。このデータテーブルを、ＰＡＲテーブルと呼ぶこ
ととする。
【０１０１】
　工程４１８では、属性トランザクションの集合セットが、商品トランザクションの集合
セットに少なくとも部分的に基づいて生成される。
【０１０２】
　いくつかの実施形態において、商品トランザクションの集合セットの各商品トランザク
ションは、１または複数の属性トランザクションに変換されうる（例えば、ここで、各属
性トランザクションは、ブランド、効果、または、生産地など、１つのタイプの属性に関
連付けられる）。属性トランザクションは、例えば、以下のフォーマットに基づいて、デ
ータテーブルに格納されうる：＜ユーザ識別子，四半期識別子，属性識別子（１または複
数）＞。ここで、ユーザ識別子は、１または複数の属性識別子によって特定された属性が
見いだされた商品トランザクションに関連する１または複数の商品購入を実行したユーザ
に関連付けられており、四半期識別子は、商品トランザクションが関連付けられた所定の
期間を特定する。このデータテーブルを、ＴＰ１テーブルと呼ぶこととする。
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【０１０３】
　いくつかの実施形態において、商品トランザクションに関連する各タイプの属性が、別
個の属性トランザクションに含められる。例えば、商品トランザクションは、＜ユーザａ
，第１会計四半期，Ａ，Ｂ，Ｄ，Ｆ＞で表すことができる。商品Ａ、Ｂ、Ｄ、および、Ｆ
の各々は、１または複数のタイプの属性（例えば、効果属性、ブランド属性、生産地属性
）と関連付けられうる。各タイプの属性は、様々な属性値、属性識別子、または、カテゴ
リと関連付けられうる。商品トランザクションは、属性トランザクションを作成するため
に、１つのタイプの属性に基づいて変換されうる。商品トランザクション＜ユーザａ，第
１会計四半期，Ａ，Ｂ，Ｄ，Ｆ＞がブランド属性の属性タイプに基づいて変換された場合
、結果として得られる属性トランザクションは、＜ユーザａ，第１会計四半期，属性識別
子１，属性識別子３，属性識別子３，属性識別子８＞として表すことができ、ここで、商
品Ａは属性識別子１のブランド属性に関連し、商品Ｂは属性識別子３のブランド属性に関
連し、商品Ｄは属性識別子３のブランド属性に関連し、商品Ｆは属性識別子８のブランド
属性に関連している。商品トランザクションは、各商品トランザクションから複数の属性
トランザクションを生成するために、複数の属性の各タイプに基づいて変換されてもよい
。
【０１０４】
　様々な実施形態において、所定の期間に関連する商品トランザクションの集合セットの
商品トランザクションから生成された属性トランザクションのセットを、属性トランザク
ションの集合セットと呼ぶこととする。
【０１０５】
　工程４２０では、属性トランザクションの集合セットに含まれる各々固有の属性が、属
性１－アイテムセットに関連付けられ、絶対サポート値が、複数の決定された属性１－ア
イテムセットの各々について決定される。
【０１０６】
　属性トランザクションの集合セット内の各々固有の属性（例えば、属性識別子）は、属
性１－アイテムセットに関連付けられる。各々の属性１－アイテムセットの絶対サポート
値は、属性１－アイテムセットに関連付けられた属性を含む属性トランザクションの集合
セット内の属性トランザクションの数である。属性１－アイテムセットとは、１つの属性
のみを含む属性のセットのことである。
【０１０７】
　工程４２２では、複数の属性１－アイテムセットの各々の相対サポート値が決定される
。
【０１０８】
　各々の属性１－アイテムセットの相対サポート値は、その絶対サポート値の、属性トラ
ンザクションの集合セット内の属性トランザクションの総数に対する比である。
【０１０９】
　工程４２４では、商品２－アイテムセットの第１の商品に関連する第１の属性および商
品２－アイテムセットの第２の商品に関連する第２の属性が、属性２－アイテムセットに
関連付けられる。
【０１１０】
　様々な実施形態において、第１の属性および第２の属性は、同じ／対応するタイプの属
性に関連付けられた属性識別子である。いくつかの実施形態において、工程４２４は、各
商品２－アイテムセットに対して１回（例えば、商品２－アイテムセットの第１の商品の
１つの属性および関連商品の対応する属性について）実行されうる。いくつかの実施形態
において、工程４２４は、決定された製品２－アイテムセットの各々に対して、商品２－
アイテムセットの第１および第２の商品の両方に関連するすべてのタイプの属性について
繰り返されうる。ただし、例示の目的で、これ以降の処理４００の説明では、工程４２４
は、１つのタイプの属性のみについて実行される（例えば、商品Ａの属性ａおよび商品Ｂ
の属性ｂが、同じタイプの属性に関連する）。
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【０１１１】
　例えば、属性２－アイテムセット｛ａ，ｂ｝について、属性ａが、商品２－アイテムセ
ット｛Ａ，Ｂ｝の商品Ａと関連し、属性ｂが、商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ｝の商品
Ｂに関連しうる（あるいは、属性ｂが、商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ｝の商品Ａに関
連し、属性ａが、商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ｝の商品Ｂに関連しうる）。
【０１１２】
　工程４２６では、複数の属性２－アイテムセットの各々について絶対サポート値が決定
される。
【０１１３】
　属性２－アイテムセットの絶対サポート値は、属性２－アイテムセットの２つの属性を
含む属性トランザクションの集合セットの属性トランザクションの数である。
【０１１４】
　工程４２８では、第１および第２の属性関連ルールが、複数の属性２－アイテムセット
の各々について決定され、ここで、第１の属性関連ルールは、属性２－アイテムセットの
第１の属性に関連する条件部および属性２－アイテムセットの第２の属性に関連する結論
部に関連し、第２の属性関連ルールは、属性２－アイテムセットの第２の属性に関連する
条件部および属性２－アイテムセットの第１の属性に関連する結論部に関連する。
【０１１５】
　例えば、各々の属性２－アイテムセット｛ａ，ｂ｝は、２つの属性関連ルールに対応す
る。１）第１の属性関連ルールは、ａ→ｂに関連しており、ここで、ａは条件部、ｂは結
論部、ｂはａの関連属性であり、２）第２の属性関連ルールは、ｂ→ａに関連しており、
ここで、ｂは条件部、ａは結論部、ａはｂの関連属性である。各々の属性関連ルールにお
ける条件部および結論部の確信度は、対応する属性２－アイテムセットの絶対サポート値
の、条件部の絶対サポート値に対する比である。例えば、ａ→ｂについて、条件部ａおよ
び結論部ｂ（ａの関連属性）の確信度は、属性２－アイテムセット｛ａ，ｂ｝の絶対サポ
ート値（すなわち、属性２－アイテムセットの２つの属性を含む属性トランザクションの
集合セット内の属性トランザクションの数）の、ａの絶対サポート値（すなわち、属性ａ
を含む属性トランザクションの集合セット内の属性トランザクションの数、または、属性
ａに関連付けられた１－アイテムセットの絶対サポート値）に対する比であり；ｂ→ａの
属性関連ルールについて、条件部ｂおよび結論部ａ（ｂの関連属性）の確信度は、属性２
－アイテムセット｛ａ，ｂ｝の絶対サポート値（すなわち、属性２－アイテムセットの２
つの属性を含む属性トランザクションの集合セット内の属性トランザクションの数）の、
ｂの絶対サポート値（すなわち、属性ｂを含む属性トランザクションの集合セット内の属
性トランザクションの数、または、属性ｂに関連付けられた１－アイテムセットの絶対サ
ポート値）に対する比である。属性２－アイテムセット｛ａ，ｂ｝に対応する２つの確信
度は、例えば、以下のフォーマットに基づいて、データテーブルに格納されうる：＜属性
識別子ａ，属性識別子ｂ，確信度ａｂ，確信度ｂａ＞。このデータテーブルを、ＴｗｏＩ
Ｃｏｎｆテーブルと呼ぶこととし、ここで、確信度ａｂは、条件部の属性ａおよび結論部
の属性ｂの確信度であり、確信度ｂａは、条件部の属性ｂおよび結論部の属性ａの確信度
である。
【０１１６】
　工程４３０では、複数の属性２－アイテムセットの各々について、属性２－アイテムセ
ットに対応する第１および第２の属性関連ルールの各々の条件部の信頼度値および結論部
の信頼度値が決定される。
【０１１７】
　属性関連ルールの条件部および結論部の信頼度値は、条件部および結論部の確信度と結
論部の相対サポート値との間の差である。例えば、ａ→ｂの属性関連ルールについて、ａ
およびｂの信頼度値は、ａおよびｂの確信度とｂの相対サポート値との間の差であり、ｂ
→ａの属性関連ルールについて、ｂおよびａの信頼度値は、ｂおよびａの確信度とａの相
対サポート値との間の差である。信頼度値ａｂは、条件部の属性ａおよび結論部の属性ｂ
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の信頼度値であり、信頼度値ｂａは、条件部の属性識別子ｂおよび結論部の属性識別子ａ
の信頼度値である。
【０１１８】
　工程４３２では、複数の属性２－アイテムセットの各々に関連する属性関連ルールパラ
メータが生成される。
【０１１９】
　属性関連ルールパラメータは、例えば、以下のフォーマットに基づいて、データテーブ
ルに格納されうる：＜属性識別子ａ，属性識別子ｂ，絶対サポート値ａｂ，絶対サポート
値ｂａ，信頼度値ａｂ，信頼度値ｂａ＞。このデータテーブルを、ＣＡＲテーブルと呼ぶ
こととする。ＣＡＲテーブルにおいて、属性識別子ａは、商品Ａに対応する属性であり、
属性識別子ｂは、商品２－アイテムセット｛Ａ，Ｂ｝の商品Ｂに対応する属性であり、絶
対サポート値ａｂは、属性識別子ａおよび属性識別子ｂの絶対サポート値であり、絶対サ
ポート値ｂａは、属性識別子ｂおよび属性識別子ａの絶対サポート値であり、信頼度値ａ
ｂは、条件部の属性識別子ａおよび結論部の属性識別子ｂの信頼度値であり、信頼度値ｂ
ａは、条件部の属性識別子ｂおよび結論部の属性識別子ａの信頼度値である。
【０１２０】
　工程４３４では、包括的相関ルールパラメータが、商品関連ルールパラメータおよび属
性関連ルールパラメータに少なくとも部分的に基づいて生成される。
【０１２１】
　いくつかの実施形態において、商品関連ルールパラメータは、包括的相関ルールパラメ
ータを生成するために、属性関連ルールパラメータと統合されうる。例えば、属性関連ル
ールパラメータの各セットが、関連する商品２－アイテムセットの商品関連ルールパラメ
ータと統合されうる。したがって、いくつかの実施形態において、商品２－アイテムセッ
トに関連する属性トランザクションが存在する時に、商品２－アイテムセットに関連する
多くの包括的相関ルールパラメータが存在しうる。包括的相関ルールパラメータは、例え
ば、以下のフォーマットに基づいて、データテーブルに格納されうる：＜商品識別子Ａ，
商品識別子Ｂ，属性識別子ａ，属性識別子ｂ，絶対サポート値ＡＢ，絶対サポート値ＢＡ
，信頼度値ＡＢ，信頼度値ＢＡ，絶対サポート値ａｂ，絶対サポート値ｂａ，信頼度値ａ
ｂ，信頼度値ｂａ＞。このデータテーブルを、ＰＡｒＣテーブルと呼ぶこととする。
【０１２２】
　工程４３６では、複数の商品２－アイテムセットの各々に関連する第１および第２の商
品関連ルールの各々について、商品情報関連度および属性情報関連度が決定される。
【０１２３】
　Ａ→Ｂの商品関連ルールについて、ＡおよびＢの商品情報関連度＝（絶対サポート値Ａ
Ｂ）×（信頼度値ＡＢ）である。Ｂ→Ａの商品関連ルールについて、ＢおよびＡの商品関
連度＝（絶対サポート値ＢＡ）×（信頼度値ＢＡ）である。Ａ→Ｂの商品関連ルールにつ
いて、ＡおよびＢの属性情報関連度＝（絶対サポート値ａｂ）×（信頼度値ａｂ）である
。Ａ→Ｂの商品関連ルールについて、ＡおよびＢの属性関連度＝（絶対サポート値ａｂ）
×（信頼度値ｂａ）である。
【０１２４】
　工程４３８では、複数の商品２－アイテムセットの各々に関連する第１および第２の商
品関連ルールの各々について、包括的相関度が、商品関連ルールに関連する商品情報関連
度および属性情報関連度に少なくとも部分的に基づいて決定される。
【０１２５】
　上述のように、商品２－アイテムセットに関連する２つの商品関連ルールの各々につい
ての包括的相関度は、例えば、以下の技術を用いて決定できる。商品情報関連度および属
性情報関連度を乗算する、商品情報関連性度および属性情報関連度を加算する；商品情報
関連度および属性情報関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を加算する、
または、商品情報関連度および属性情報関連度の各々に重み係数を与え、重み付けされた
値を平均する。
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【０１２６】
　様々な実施形態において、各々の商品関連ルール（例えば、Ａ→ＢおよびＢ→Ａ）につ
いての包括的相関度は格納され、そうすれば、後に、条件部の商品（Ａ）と各結論部／関
連商品（Ｂ、Ｃ、Ｄ・・・など）との間の包括的相関度を呼び出して、商品推薦を行うこ
とができる。
【０１２７】
　図５は、商品推薦を生成する処理の一実施形態を示すフローチャートである。いくつか
の実施形態では、処理５００は、処理４００を少なくとも１回実行した後に実行されうる
。いくつかの実施形態では、処理５００は、システム２００において実施されうる。
【０１２８】
　工程５０２では、第１の商品に関連するユーザ動作のインディケーションが受信される
。
【０１２９】
　ユーザ動作の例は、（例えば、ウェブブラウザを用いて）電子商取引ウェブサイトで商
品に関連するウェブサイトを閲覧すること、ウェブサイトで商品を購入すること、または
、ウェブサイトで商品に関するフィードバックを送信することを含みうる。例えば、ユー
ザがプリンタインクカートリッジの商品に関連するウェブページを閲覧している場合、プ
リンタインクカートリッジに関連するユーザ動作のインディケーションが受信される。
【０１３０】
　工程５０４では、複数の商品関連ルールから、適合する１または複数の商品関連ルール
が検索され、ここで、適合商品関連ルールは、第１の商品を含む条件部商品および第１の
商品以外の商品を含む結論部商品に関連する。
【０１３１】
　例えば、処理４００で決定された商品関連ルールは格納され、ユーザ動作に関連する第
１の商品を含む条件部と、第１の商品以外の商品である結論部商品とを有するルールを見
いだすために検索されうる。商品Ａが、ユーザ動作（例えば、商品Ａに関連したウェブペ
ージでユーザが閲覧した動作）に関連したと仮定する。次いで、格納された商品関連ルー
ルにおいて、商品Ａを条件部として有するルールを検索できる。かかる適合ルールの例は
、Ａ→Ｂ、Ａ→Ｃ、Ａ→Ｆ、Ａ→Ｗ、・・・などを含みうる。ここで、結論部商品Ｂ、Ｃ
、Ｆ、および、Ｗの各々は、Ａとは異なる商品である。
【０１３２】
　工程５０６では、１または複数の適合商品関連ルールに対応する結論部商品が決定され
る。
【０１３３】
　例えば、条件部がユーザ動作に関連する第１の商品を含むルールの結論部商品が決定さ
れる。格納された商品関連ルールから、商品Ａを条件部として有するルールを検索する上
述の例に戻ると、適合するＡ→Ｂ、Ａ→Ｃ、Ａ→Ｆ、および、Ａ→Ｗの商品関連ルールの
少なくとも結論部商品Ｂ、Ｃ、Ｆ、および、Ｗが、条件部商品Ａに対応すると決定される
。
【０１３４】
　工程５０８では、決定された結論部商品と、ユーザ動作に関連する第１の商品との間の
包括的相関度が決定される。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、ユーザ動作に関連する第１の商品と、商品関連ルールの結論
部商品との間の包括的相関度は、すでに決定され格納されている（例えば、処理４００の
実行中に）。したがって、ユーザ動作に関連する第１の商品と、各々の決定された結論部
商品との間の包括的相関度は、ストレージから取得できる。例えば、上述の例において、
Ａ→Ｂ、Ａ→Ｃ、Ａ→Ｆ、および、Ａ→Ｗの商品関連ルールの各々の包括的相関度は、ス
トレージから取得できる。
【０１３６】
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　工程５１０では、決定された結論部商品は、決定された包括的相関度に少なくとも部分
的に基づいて順位付けされる。
【０１３７】
　いくつかの実施形態において、決定された結論部商品は、最大値から最小値までの包括
的相関度に関連する結論部商品のリストを形成するために、それぞれの包括的相関度に基
づいて順位付けされる。
【０１３８】
　工程５１２では、所定の数の順位付けされた結論部商品が選択される。
【０１３９】
　いくつかの実施形態において、結論部商品の順位付けされたリストの最初のＮ個が、最
大の包括的相関度の値に関連したリストの最後から選択される。上述の例に戻り、それぞ
れの包括的相関度に基づいて、結論部商品が、（包括的相関度の値が最大のものから最小
のものまで）Ｗ、Ｆ、Ｂ、および、Ｃと順位付けされると仮定する。この例において、最
初の３つの結論部商品がリストの最初から選択されると仮定する。したがって、商品Ｗ、
Ｆ、および、Ｂが選択される。これらの商品は、（商品Ａに関連するユーザ動作を実行し
たという理由で）商品Ａに関心を示したユーザにとって潜在的に最も望ましいと考えられ
る。
【０１４０】
　工程５１４では、選択された所定の数の結論部商品が提示される。
【０１４１】
　選択された商品は、推薦商品として提示される。上述の例において、商品Ｗ、Ｆ、およ
び、Ｂは、商品Ａに関連したユーザ動作を実行したユーザに電子ウェブサイトで提示され
る。推薦商品は、テキストおよび／または画像として提示できる。推薦商品の提示は、推
薦商品に関連するウェブページへのリンクも含みうる。
【０１４２】
　図６は、商品推薦を生成するためのシステムの一実施形態を示す図である。
【０１４３】
　これらのユニット、サブユニット、モジュール、および、サブモジュールは、１または
複数のプロセッサ上で実行されるソフトウェアコンポーネントとして、特定の機能を実行
するよう設計されたプログラム可能論理デバイスおよび／または特定用途向け集積回路な
どのハードウェアとして、もしくは、それらの組み合わせとして実装することができる。
いくつかの実施形態において、ユニット、サブユニット、モジュール、および、サブモジ
ュールは、コンピュータデバイス（パーソナルコンピュータ、サーバ、ネットワーク装置
など）に本発明の実施形態に記載された方法を実行させるための複数の命令など、不揮発
性記憶媒体（光学ディスク、フラッシュ記憶装置、携帯用ハードディスクなど）に格納す
ることができるソフトウェア製品の形態で具現化されてよい。ユニット、サブユニット、
モジュール、および、サブモジュールは、単一のデバイス上に実装されてもよいし、複数
のデバイスにわたって分散されてもよい。
【０１４４】
　システム６００は、第１の受信ユニット４１、決定ユニット４２、第２の受信ユニット
４３、選択ユニット４４、および、情報リターンユニット４５を備える。
【０１４５】
　第１の受信ユニット４１は、商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信す
るよう構成されている。
【０１４６】
　決定ユニット４２は、第１の受信ユニット４１によってインディケーションを受信した
ユーザ動作に関連する商品の個々の関連商品情報を決定するよう構成されている。
【０１４７】
　第２の受信ユニット４３は、決定ユニット４２によって決定された各関連商品について
、ユーザ動作に関連する商品と関連商品との間の包括的相関度を受信するよう構成されて
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いる。包括的相関度は、ユーザ動作に関連した商品と関連商品との間の商品情報関連度お
よび属性情報関連度に基づいて、包括的相関度決定ユニット（図示せず）によって決定さ
れうる。
【０１４８】
　選択ユニット４４は、決定ユニット４２によって決定された関連商品から、１または複
数の所定の条件を満たす対応する包括的相関度を有する関連商品を選択するよう構成され
ている。
【０１４９】
　情報リターンユニット４５は、選択ユニット４４によって選択された関連商品を返すよ
う構成されている。
【０１５０】
　様々な実施形態において、決定ユニット４２は、第１の受信ユニット４１によって受信
されたユーザ行動の商品に関する情報を商品トランザクションに含めるよう構成されてお
り、ここで、商品トランザクションは、所定の期間中のタイムスタンプに関連する場合に
推薦を生成するために分析される。
【０１５１】
　いくつかの実施形態において、ユーザ行動は、例えば、以下の内の少なくとも１つを含
みうる。ユーザの購入確定行動、お気に入りフォルダに商品情報を追加するユーザ行動、
および、商品を閲覧するユーザ行動。
【０１５２】
　様々な実施形態において、包括的相関度決定ユニットは、第１の決定サブユニット、第
２の決定サブユニット、第３決定サブユニット（図示せず）を備える。以下では、サブユ
ニットについて、さらに説明する。
【０１５３】
　第１の決定サブユニットは、商品と関連商品との間の商品情報関連度を決定するよう構
成される。
【０１５４】
　第２の決定サブユニットは、商品と関連商品との間の属性関連度を決定するよう構成さ
れる。
【０１５５】
　第３の決定サブユニットは、第１の決定サブユニットによって決定された商品情報関連
度と、第２の決定サブユニットによって決定された属性情報関連度との積を、商品および
関連商品の包括的相関度として決定するよう構成されている。
【０１５６】
　様々な実施形態において、第１の決定サブユニットは、具体的には、第１の決定モジュ
ール、第２の決定モジュール、および、第３の決定モジュールを備える。以下では、モジ
ュールについて、さらに説明する。
【０１５７】
　第１の決定モジュールは、商品と関連商品との間のサポート値を決定するよう構成され
ている。
【０１５８】
　第２の決定モジュールは、商品と関連商品との間の信頼度値を決定するよう構成されて
いる。
【０１５９】
　第３の決定モジュールは、第１の決定モジュールによって決定されたサポート値と、第
２の決定モジュールによって決定された信頼度値との積を、商品および関連商品の間の商
品情報関連度として決定するよう構成されている。
【０１６０】
　様々な実施形態において、商品および関連商品の間のサポート値は、商品および関連商
品の間の絶対サポート値または相対サポート値のいずれかであってよい。
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【０１６１】
　様々な実施形態において、第２の決定モジュールは、第１の決定サブモジュールおよび
第２の決定サブモジュールを備える。以下では、サブモジュールについて、さらに説明す
る。
【０１６２】
　第１の決定サブモジュールは、商品および関連商品の間の確信度を決定するよう構成さ
れている。
【０１６３】
　第２の決定サブモジュールは、第１の決定サブモジュールによって決定された確信度と
、関連商品の相対サポート値との間の差を、商品および関連商品の信頼度値として決定す
るよう構成されている。
【０１６４】
　様々な実施形態において、第２の決定サブユニットは、選択モジュール、第４の決定モ
ジュール、第５の決定モジュール、および、第６の決定モジュールを備える。以下では、
モジュールについて、さらに説明する。
【０１６５】
　選択モジュールは、商品および関連商品のすべての属性から少なくとも１つの属性を選
択するよう構成されている。
【０１６６】
　第４の決定モジュールは、選択モジュールによって選択された属性について、商品の属
性と関連商品の対応する属性との間のサポート値を決定するよう構成されている。
【０１６７】
　第５の決定モジュールは、選択モジュールによって選択された属性について、商品の属
性と関連商品の対応する属性との間の信頼度値を決定するよう構成されている。
【０１６８】
　第６の決定モジュールは、第４の決定モジュールによって決定された個々のサポート値
と、第５の決定モジュールによって決定された個々の信頼度値との積を、商品情報の属性
と関連商品の対応する属性との間の属性情報関連度として決定するよう構成されている。
【０１６９】
　様々な実施形態において、商品の属性と関連商品の対応する属性との間のサポート値は
、絶対サポート値または相対サポート値のいずれかであってよい。
【０１７０】
　様々な実施形態において、商品の属性と関連商品の対応する属性との間の絶対サポート
値は：商品の属性と関連商品の対応する属性とを同時に含む属性トランザクションの数で
あり、商品の属性と関連商品の対応する属性との間の相対サポート値は、商品の属性およ
び関連商品の対応する属性の間の絶対サポート値と、属性トランザクションの総数（すな
わち、属性トランザクションの集合セット、ここで、商品トランザクションに含まれる商
品の属性は、１つの属性トランザクションに分けられている）との比である。
【０１７１】
　様々な実施形態において、第５の決定モジュールは、第３の決定サブモジュールおよび
第４の決定サブモジュールを備える。以下では、サブモジュールについて、さらに説明す
る。
【０１７２】
　第３の決定サブモジュールは、商品の属性と関連商品の対応する属性との間の確信度を
決定するよう構成されている。
【０１７３】
　第４の決定サブモジュールは、第３の決定サブモジュールによって決定された確信度と
、関連商品の属性に対する相対サポート値との差を、商品の属性および関連商品の対応す
る属性の間の信頼度値として決定するよう構成されている。
【０１７４】
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　様々な実施形態において、所定の条件は、包括的相関度が、所定の閾値以上であるとい
う条件、または、すべての関連商品の順位付けされた包括的相関度のリスト内で最初のＮ
個の包括的相関度という条件である。Ｎは、所定の数であってよい。
【０１７５】
　様々な実施形態において、情報リターンユニット４５は、選択サブユニットおよび情報
リターンサブユニットを備える。以下では、サブユニットについて、さらに説明する。
【０１７６】
　配列サブユニットは、選択ユニット４４によって選択された選択済みの関連商品情報の
順位および順序を、包括的相関度に従って降り順で配列するよう構成されている。
【０１７７】
　情報リターンサブユニットは、配列サブユニットが順序を配列した後に関連商品情報を
返すよう構成されている。
【０１７８】
　当業者は、本開示の実施形態が提供しうるものが、方法、デバイス（装置）、または、
コンピュータプログラム製品であることを理解されたい。したがって、本開示は、純粋な
ハードウェア実施形態、純粋なソフトウェア実施形態、または、ハードウェア態様とソフ
トウェア態様とを組み合わせた実施形態を採用することができる。さらに、本開示は、利
用可能なコンピュータプログラムコードを含む１または複数の利用可能なコンピュータ記
憶媒体（磁気メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、光学メモリなどを含むがこれらに限定されない）で
実現されるコンピュータプログラム製品の形態で利用されうる。
【０１７９】
　本願は、本願の実施形態の方法、デバイス（装置）、または、コンピュータプログラム
製品に基づいたフローチャートおよび／またはブロック図を参照して記載されている。フ
ローチャートおよび／またはブロック図内のすべての手順および／またはブロック、なら
びに、フローチャートおよび／またはブロック図内の手順および／またはブロックの組み
合わせは、コンピュータプログラム命令で実現されうることを理解されたい。これらのコ
ンピュータプログラム命令は、コンピュータまたはその他のプログラム可能データ処理デ
バイスのプロセッサによって実行される命令を通して、フローチャートの１つの手順また
は複数の手順ならびに／もしくはブロック図の１つのブロックまたは複数のブロックに記
載された機能を実現するよう構成されたデバイスを生成することを可能にするマシンを生
成するために、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、組み込みプロセッサ、または、そ
の他のプログラム可能データ処理デバイスのその他のプロセッサに供給されうる。
【０１８０】
　これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたは別のプログラム可能デー
タ処理デバイスを特定の方法で動作させうるコンピュータ読み取り可能メモリに格納され
てもよく、そうすれば、コンピュータ読み取り可能なメモリに格納された命令は、フロー
チャートの１つの手順または複数の手順ならびに／もしくはブロック図の１つのブロック
または複数のブロックに記載された機能を実現する命令デバイスなどの製品を生成する。
【０１８１】
　これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたはその他のプログラム可能
データ処理デバイス上にダウンロードされてもよく、そうすれば、コンピュータによって
実施される処理を生成するために、動作工程のシーケンスがコンピュータまたは別のプロ
グラム可能データ処理デバイスで実行され、それにより、コンピュータまたは別のプログ
ラム可能データ処理デバイスで実行されるコマンドが、フローチャートの１つの手順また
は複数の手順ならびに／もしくはブロック図の１つのブロックまたは複数のブロックに記
載された機能における工程の実現に用いるために提供される。
【０１８２】
　上述の実施形態は、理解しやすいようにいくぶん詳しく説明されているが、本発明は、
提供された詳細事項に限定されるものではない。本発明を実施する多くの代替方法が存在
する。開示された実施形態は、例示であり、限定を意図するものではない。
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　適用例１：システムであって、プロセッサであって、商品に関連するユーザ動作のイン
ディケーションを受信し、前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定し
、前記複数の関連商品に対応する複数の包括的相関度を決定し、前記複数の包括的相関度
の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応し、前記商品およ
び関連商品に対応する包括的相関度の決定は、前記商品および前記関連商品に対応する商
品情報関連度を決定し、前記商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定す
ることを含み、前記対応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基
づいて前記複数の関連商品のサブセットを選択し、前記複数の関連商品の前記サブセット
を提示するように構成されているプロセッサと、前記プロセッサに接続され、前記プロセ
ッサに命令を提供するよう構成されているメモリと、を備える、システム。
　適用例２：適用例１に記載のシステムであって、前記ユーザ動作は、前記商品に関連す
るウェブページを閲覧すること、ウェブサイトで前記商品を購入すること、または、前記
ウェブサイトで前記商品に関するフィードバックを送信すること、の内の１つに関連する
、システム。
　適用例３：適用例１に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、所定の期
間にわたって購入された商品に関する情報を取得し、前記情報を複数の商品トランザクシ
ョンに分けるように構成され、各商品トランザクションは、少なくとも２つの商品に関連
付けられている、システム。
　適用例４：適用例３に記載のシステムであって、前記複数の商品トランザクションの少
なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記ユーザ動作に関連する前記商品
の両方が含まれる、システム。
　適用例５：適用例４に記載のシステムであって、前記プロセッサは、さらに、前記複数
の商品トランザクションを複数の属性トランザクションに変換するよう構成されている、
システム。
　適用例６：適用例４に記載のシステムであって、前記商品および前記関連商品に対応す
る前記商品情報関連度は、１）前記商品と前記関連商品との間のサポート値、および、２
）前記商品と前記関連商品との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて決定される
、システム。
　適用例７：適用例６に記載のシステムであって、前記商品と前記関連商品との間の前記
サポート値は、前記商品と前記関連商品との間の絶対サポート値を含む、システム。
　適用例８：適用例６に記載のシステムであって、前記商品と前記関連商品との間の前記
サポート値は、前記商品と前記関連商品との間の相対サポート値を含む、システム。
　適用例９：適用例５に記載のシステムであって、前記商品および前記関連商品に対応す
る前記属性情報関連度は、前記商品の属性および前記関連商品の対応する属性、１）前記
商品の前記属性と前記関連商品の前記対応する属性との間のサポート値、ならびに、２）
前記商品の前記属性と前記関連商品の前記対応する属性との間の信頼度値、に少なくとも
部分的に基づいて決定される、システム。
　適用例１０：適用例１に記載のシステムであって、商品と関連商品との間の前記包括的
相関度は、前記商品情報関連度および前記属性情報関連度を乗算すること、前記商品情報
関連度および前記属性情報関連度を加算すること、前記商品情報関連度および前記属性情
報関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を加算すること、若しくは、前記
商品情報関連度および前記属性情報関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値
を平均すること、の内の１つを用いて決定される、システム。
　適用例１１：適用例１に記載のシステムであって、前記対応する複数の包括的相関度に
関連する条件に少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品のサブセットの選択におい
て、前記プロセッサは、前記複数の包括的相関度を順位付け、所定の数の前記順位付けさ
れた複数の包括的相関度に対応する前記複数の関連商品の前記サブセットを選択するよう
に構成されている、システム。
　適用例１２：適用例１に記載のシステムであって、前記対応する複数の包括的相関度に
関連する条件に少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品のサブセットの選択におい
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て、前記プロセッサは、所定の閾値以上の包括的相関度に対応する前記複数の関連商品の
前記サブセットを選択するように構成されている、システム。
　適用例１３：適用例１に記載のシステムであって、前記複数の関連商品の前記サブセッ
トの提示は、テキスト、画像、若しくは、テキストおよび画像、の内の１つを用いて前記
複数の関連商品の前記サブセットを表示することを含む、システム。
　適用例１４：方法であって、商品に関連するユーザ動作のインディケーションを受信し
、前記ユーザ動作に関連する前記商品の複数の関連商品を決定し、前記複数の関連商品に
対応する複数の包括的相関度を決定し、前記複数の包括的相関度の各々は、前記商品と前
記複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応し、前記商品および関連商品に対応する包
括的相関度の決定は、　前記商品および前記関連商品に対応する商品情報関連度を決定し
、前記商品および前記関連商品に対応する属性情報関連度を決定することを含み、前記対
応する複数の包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記複数の関連
商品のサブセットを選択し、前記複数の関連商品の前記サブセットを提示すること、
を備える、方法。
　適用例１５：適用例１４に記載の方法であって、前記ユーザ動作は、前記商品に関連す
るウェブページを閲覧すること、ウェブサイトで前記商品を購入すること、または、前記
ウェブサイトで前記商品に関するフィードバックを送信すること、の内の１つに関連する
、方法。
　適用例１６：適用例１４に記載の方法であって、さらに、所定の期間にわたって購入さ
れた商品に関する情報を取得し、前記情報を複数の商品トランザクションに分けること、
を備え、各商品トランザクションは、少なくとも２つの商品に関連付けられている、方法
。
　適用例１７：適用例１６に記載の方法であって、前記複数の商品トランザクションの少
なくとも１つには、前記複数の関連商品の各々および前記ユーザ動作に関連する前記商品
の両方が含まれる、方法。
　適用例１８：適用例１７に記載の方法であって、さらに、前記複数の商品トランザクシ
ョンを複数の属性トランザクションに変換することを備える、方法。
　適用例１９：適用例１７に記載の方法であって、前記商品および前記関連商品に対応す
る前記商品情報関連度は、１）前記商品と前記関連商品との間のサポート値、および、２
）前記商品と前記関連商品との間の信頼度値、に少なくとも部分的に基づいて決定される
、方法。
　適用例２０：適用例１９に記載の方法であって、前記商品と前記関連商品との間の前記
サポート値は、前記商品と前記関連商品との間の絶対サポート値を含む、方法。
　適用例２１：適用例１９に記載の方法であって、前記商品と前記関連商品との間の前記
サポート値は、前記商品と前記関連商品との間の相対サポート値を含む、方法。
　適用例２２：適用例１８に記載の方法であって、前記商品および前記関連商品に対応す
る前記属性情報関連度は、前記商品の属性および前記関連商品の対応する属性、１）前記
商品の前記属性と前記関連商品の前記対応する属性との間のサポート値、ならびに、２）
前記商品の前記属性と前記関連商品の前記対応する属性との間の信頼度値、に少なくとも
部分的に基づいて決定される、方法。
　適用例２３：適用例１４に記載の方法であって、商品と関連商品との間の前記包括的相
関度は、前記商品情報関連度および前記属性情報関連度を乗算すること、前記商品情報関
連度および前記属性情報関連度を加算すること、前記商品情報関連度および前記属性情報
関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を加算すること、若しくは、前記商
品情報関連度および前記属性情報関連度の各々に重み係数を与えて、重み付けされた値を
平均すること、の内の１つを用いて決定される、方法。
　適用例２４：適用例１４に記載の方法であって、前記対応する複数の包括的相関度に関
連する条件に少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品のサブセットの選択は、前記
複数の包括的相関度を順位付け、所定の数の前記順位付けされた複数の包括的相関度に対
応する前記複数の関連商品の前記サブセットを選択すること、を含む、方法。
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　適用例２５：適用例１４に記載の方法であって、前記対応する複数の包括的相関度に関
連する条件に少なくとも部分的に基づく前記複数の関連商品のサブセットの選択において
、前記プロセッサは、所定の閾値以上の包括的相関度に対応する前記複数の関連商品の前
記サブセットを選択するように構成されている、方法。
　適用例２６：コンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム製品
は、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体内に具現化され、商品に関連するユーザ動作の
インディケーションを受信するためのコンピュータ命令と、前記ユーザ動作に関連する前
記商品の複数の関連商品を決定するためのコンピュータ命令と、前記複数の関連商品に対
応する複数の包括的相関度を決定するためのコンピュータ命令であって、前記複数の包括
的相関度の各々は、前記商品と前記複数の関連商品の１つとの間の関連性に対応し、前記
商品および関連商品に対応する包括的相関度を決定することは、前記商品および前記関連
商品に対応する商品情報関連度を決定することと、前記商品および前記関連商品に対応す
る属性情報関連度を決定することと、を含む、コンピュータ命令と、前記対応する複数の
包括的相関度に関連する条件に少なくとも部分的に基づいて前記複数の関連商品のサブセ
ットを選択するためのコンピュータ命令と、前記複数の関連商品の前記サブセットを提示
するためのコンピュータ命令と、を備える、コンピュータプログラム製品。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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